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２０２３年９月１２日
ＪＲ東海労働組合

３０年前の１９９３年９月１０日、会社と警察権力が一体となった大弾圧により、

大阪第三車両所分会（当時）組合員３３名に対し大量処分攻撃がかけられました。

３０年間の闘いをバネに、更なる闘いを創造するために、「大弾圧、大量処分から

３０年！ＪＲ東海労の未来を切り開く９．１０集会」（主催：実行委員会、後援：

中央本部・新幹線関西地本）が９月１０日、大阪市内で開催されました。集会には、

多くの組合員・ＯＢ、ＪＲ西労の仲間などが参加しました。

オープニングで３０年間の闘いを集約したスライド上映がされました。続いて、

リレートーク形式で、伊藤明男さん（ＪＲ総連執行委員・当時）、田中栄六さん

（新幹線地本委員長・当時）、舟山守夫さん（新幹線地本副委員長・当時）、小林

由美さん（地本書記・当時）、ＪＲ総連山口委員長、町田正男弁護士（当時の裁判

担当）、ＪＲ西労の４名の仲間、本部淵上委員長、加藤誠二さん、石川隆作さん、

宮内省吾さん、京力正明さん、新幹線関西地本笹田委員長よりそれぞれ挨拶がされ

ました。挨拶では、当時の会社や権力の動向、苦しかった思い出、弾圧を跳ね返す

闘い、今後闘う決意などが語られました。

その後、場所を移動して懇親会を盛大に行いました。

30年前の大弾圧を忘れない！
9.10集会が成功裡に終了！


